
日本音楽研究家ハンス・エッカルト

日本音楽の研究家として知られたハンス・エッカルト（Hans

Eckardt）は若い日の一時期、旧制福岡高等学校の独語教師並びに九州

帝国大学法文学部の独文学講師を勤めていたことがある。現在九州大学

文学部に保管されている彼の履歴書によると来日までの経歴は次の通り

である。

1905年（明治38）１０月９日マグデブルク生まれ。原籍はベルリンのフ

リーデナウ区のフェラー街13Ａ1912年から15年まで予備学校としてマ

グデブルク第３市民学校に学んだ後、１５年から25年までマグデブルク市

立実家学校に学んだ。２５年同校の卒業試験に合格し、その年から翌年に

至る冬学期をライプツイヒ大学に学んだが、1926年の夏学期から28年の

夏学期までベルリン大学東洋学研究所において日本語学を学び、卒業試

験に合格した。

次いで１学期をパリ・ソルポンヌ大学で学んだが、２９年の夏学期から、永いし､１千期とハリ゛ノルコ、／〆人手こ〒ん八二刀､、凸Ｕ千Ｖﾉ異子剤刀､１つ、音楽学者

31年から32年に至る冬学期まで（この間２学期休学した）ハイデルベルハンス゛エツカルト

ク大学にあって、ドイツ及びローマン言語学、演劇学（ドイツ演劇史、戯曲学、舞台監督）哲

学、音楽学、音楽史、近世芸術学史を学んだ。そして最後の学期において優秀の讃辞

(Magunacumlaude）を以て哲学博士の学位を授与された。

学位論文の題目は「フランス・ロマン主義の音楽観」（DieMusikanschauungder

franzOsischenRomantik）であった。昭和７年（1932）８月26日付で福岡高等学校独語教員

として向こう３カ年間月給381円にて雇い入れの契約を締結した。この間昭和８年４月８日付

で九州大学法文学部講師を嘱託され年480円を支給された。

ベルリン大学東洋学研究所というのはSeminarfUrOrientalischeSprache、のことで、東

洋語学校と訳されることが多い。エッカルトが学んだ頃の日本語科ではクレメンス・シャール

シュミットが主任教授で、佐藤謙三（ヴァイオリニスト）が講師を勤めていた。

九大独文科の最初の独人講師はライントエス（HeinrichReintjes）で、次がエッカルトであっ

た。当時独文科生だった千代正一郎は「独文の古い先生方の思い出」という文章（千代箸『ド

イツ語教育五十年』所収）において、エッカルトについて「この方は私たちには文体論などを

講じておられたが、大変親しみのもてる人であった。現在はベルリン自由大学の教授で、最近

２回も日本に来られた゜｣）と書き、筆者宛の手紙においても「エッカルト先生には一年おそわ

りました。ハンサムな風貌で熱心な授業振りでドイツの歌も熱心に教えられました」と語って

いる。良教師であったようだが、九大で教えた期間は２年と短く、昭和８年（1933）３月31日

を以て一身上の都合で辞職した。当時の九州帝国大学総長・松浦鎮次郎に宛てた辞職願が残さ

れている。

エッケルトは九州を離れた後、音楽大事典（平凡社）によると、３６年東京帝大に留学、田

辺尚雄の下で日本音楽研究を行った。３８年京都の独逸文化研究所（DasDeutsche
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ForschungsinsCitut）へ移った。東京には既に日独文化協会があったが、３２年（昭和７）頃か

ら、駐日ドイツ大使フォレッチュと元首相の清補圭吾伯爵の発起で京都にもドイツ文化研究所

を作ろうという動きがあり、３４年11月３日に関所式を行った。この研究所も日独文化協会と同

じく日独両政府の支援を受けていた。初代の主事には、シーボルトや明治以前に来日したドイ

ツ人の研究で知られたトラウツ博士が任命され、1938年その後任にエッカルトが就任した。こ

の頃の彼は日本音楽研究、特に雅楽の研究で頭角を現しつつあった。

昭和16年３月、大阪毎日新聞紙上に昭憲皇太后御歌「金剛石」「水は器」が独逸文化研究所

理事だった竹内萬兵術によるドイツ語訳で発表苔れた。これは竹内の回想によると、京大教授

成瀬清（無極）とエッカルト博士の綿密な校訂を経てオット駐日ドイツ大使に提出、当時の三

国同盟ドイツ語雑誌『ベルリン。ローマ。東京」に掲載された。日独両語の差異から「水は器」

のにころの駒に、むちうちて…」の章句には非常な苦心を要したが成瀬、エッカルト両博士

の親切な指導によってリズムも整えることができ、楽譜にのせて奉唱されるまでになったとい

う。（竹内箸『わたしと薬とドイツ｣、内外印刷出版株式会社、昭和53年）

エッカルトが主事を勤めた時代の独逸文化研究所は、昭和19年戦時中、創立10周年に際して

理事長上野精一の主催で京都「すみ屋」にて記念宴会を開催し、東郷茂徳外務大臣、パルザー

総領事、新村出、松本信一、成瀬清の三人の京大教授、木子七郎、西彦太郎、竹内蔦兵衛の各

理事、エッカルト主事、下郷良順監事、エーバスマイヤー副主事らが出席した。だが同研究所

はこの頃が活動の最後で、戦後は米軍に接収され、解散させられた。

エッカルトは1944年に帰国し、ドイツ各地の大学の臨時講師として、また64年からはベルリ

ン自由大学の教授として日本学、日本音楽史を講じた。雅楽の歴史的研究に専念、多数の論文

がある。1969年（昭和44）２月26日ベルリンで亡くなった。

九州帝国大学医学部独文校閲係
へルタ・ミュラー

昭和戦前の九大医学部の教授・助教授・講師たちにとってヘルタ・ミュラー（Hertha

Mijller）というドイツ女性は忘れられないであろう。当時はドイツ医学全盛で日本の医学者も

学術論文はドイツ語で書くことが多かった。またドイツ語で研究発表する場合もあった。そう

した際にその独文の校閲をしたのがヘルタ。ミュラーであった。彼女はその仕事を昭和８年か

ら16年まで務めたので、その間ドイツ語のことで何かと彼女の世話になった九大関係者は医学

部だけでなく他の学部にも多かったと想像される。当時九大には彼女以外にドイツ人は務めて

いなかったからである。

さて現在、九州大学医学部事務に保存されている履歴書によると、彼女の経歴は以下の通り

である。

原籍はベルリン市シェーネベルク区のハウプト街１番地。1897年（明治30）１月31日ベルリ

ンに生まれたロベルリンの国民小学校を卒業後、同市の保母養成所に入り1915年に同所を卒業、
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